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Lunch Time in 校長室           

 各部活動の部長さん（現３年生）を校長室に招いて対談する企画第
３弾です。今回は、文化部の３つの部活、美術部、吹奏楽部、そして
茶道部の部長さん達から、部活動の楽しさ、部長としての苦労話や想
いなどを聞かせてもらいました。  
 先日の鶴中祭をもって、文化部部長としての活動を終える（吹奏楽
部は公立高校受検が終わるまで一休みし、定期演奏会まで活動が続き
ます）タイミングでの対談となります。  
 ２年生の時に「部長」としてまとめ役を引き受けたそれぞれの部長
さんでしたが、やはり活動や方針等をまとめる難しさに悩んだ時期も
あったようです。  
 美術部の部長さんは、体育祭の看板作成で図案を決定することが大
変だったようです。うまくいくか自信がない中、部員に助言をしたと
ころ、「ありがとう」という部員からの言葉に、逆に何度励まされた
ことだろうと話してくれました。  
 吹奏楽部の部長さんは、年間にいくつも発表会やイベント等があり、
嬉しい反面、常に緊張感で部の雰囲気がピリピリしていたようです。
一人ひとりの気持ちを和らげながら、モチベーションを高める難しさ
であったり、演奏したい曲と発表までに仕上げられる曲かを、冷静に
判断しなければならなかったりと大変だったようです。  
 また、茶道部の部長さんは、コロナ禍の３年間で鶴中祭でのお点前
を経験している人が一人もいなくなり、とても不安だったと言います。 
でも皆に助けられて発表ができたこと、立てたお茶を「美味しい」と
褒められた時の達成感はひとしおだったそうです。  
 
 
 
 

横浜市立鶴ケ峯中学校  

学校だより  No. 2４４  

令和５年１２月１日  

学校教育目標 

生徒一人ひとりが生き生きと自分らしい生き方を切り拓いていくため  

の学びの場として、本校は次のことを重点とした教育活動を進めます。  

自ら学び伸びる    （知） 

共に生きる      （徳・公・開） 

健やかな体をつくる  （体）  
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 ３人の部長さんは、新部長さんや部の皆さんにこんなメッセージを
残してくれました。美術部部長さんから順に紹介します。  
 
美術部  
「受け継いできたことを細部までこだわり、皆で協力して一つの作品
を。挨拶から始まる明るい活動、上下関係なく意見を交わし、やりが
いを求めてください。」  
 
吹奏楽部  
「部をまとめるのが部長の仕事といっても、一人ではできないから、
部長に協力してお互いに話し合いを大切にしてください。  
色々な人が聴いてよかったと思える演奏を創り上げてください。」  
 
茶道部  
「仲良く活動できることが一番だと思います。頑張り過ぎず程々に、
反省を活かして良いお茶会を目指してください。」  
 この１年間で、部員に助けられながら部長職をやり切った３年生の、
とても説得力があるお話と笑顔が印象的でした。      
                     
 次号では、１１月２９日（水）の選挙にて決まる新生徒会本部役員
のみなさんをお招きして、抱負や意気込みなどを伺ってみようと思い
ます。生徒の、生徒による、生徒のための学校づくりにむけて、我々
教職員一同も生徒会活動を支え、一緒に考えていきたいと思います。 

 

生徒会役員選挙 
 生徒会組織も世代交代を迎えています。次
代の本部役員選挙に関する公示が去る９月
20日にあり、志を抱く現１、２年生より立候
補があがりました。１１月に入り、選挙活動
が本格化しました。１週間の朝の選挙運動や
昼食時の放送による政見放送など、大人の選
挙顔負けの熱のこもった活動が営まれまし
た。次代のリーダー達が、どのようにこの鶴
ケ峯中学校を創っていくのか。「不易を知ら
ざれば基立ちがたく、流行を知らざれば風新
たならず」とは、芭蕉が「奥の細道」の旅の中で感じ得た境地ですが、
本校の良き伝統を守りつつも、世の中の変化とともに柔軟に変わって
いくことが必要だと思います。今回コロナ禍によって、私たちは多く
のことを学びました。「なくてはならないもの」と「なくても済むも
の」がハッキリしたのであれば、後者はスッパリ捨てて、今、学校に
必要なことを考え実行する力が、次代のリーダーに問われると思いま
す。  



 １１月２９日の選挙にて、生徒のみなさんは候補者の志をしっかり
受け止め、誇りと責任をもって一票を投じてほしいと思います。そし
て新しいリーダー達と共に、より良い鶴ケ峯中学校を創っていってほ
しいと思います。  

１２月10日は「世界人権デー」      

 昭和23年（1948年）のこの日、国連総会においてすべての人民とす
べての国とが達成すべき共通の基準として「世界人権宣言」が採択さ
れ、そしてこの日を「人権デー（Human Rights Day）」と定められました。  
また、法務省は人権デーを最終日とする1週間（12月4日～12月10日）
を「人権週間」とし、国や地方公共団体、民間企業等によって様々な
取組を行われるようになりました。  
 本校では毎年この時期に「人権講演会」を企画します。人権といっ
ても非常に広義なため、毎回違ったテーマを扱い、その方面でご尽力
されている方々を講師に招いて貴重なお話しを頂きます。世界中で同
じタイミングで基本的な人権を考え、尊重していく姿勢を誓います。 

本校では３年間の流れの中で「戦争と平和」をテーマに学びを重ね、
その平和学習の集大成として、修学旅行として広島・京都に訪れます。 
平和学習の中で、人命の大切さ、人権の尊さ等も学びます。修学旅行
で得た体験や見識も踏まえて、この機会にしっかり人権について考え
てもらいたいと考えます。   

校地美化活動ボランティア 
 １０月になっても夏日が続く関東の某県で農業を営んでいる方が、
余りに暑いので試しに収穫後の畑にトウモロコシを植えてみたら十
分出荷できるまで成長したと話していました。この異常な気候を逆手
にとり、トウモロコシやその他の農作物の「二期作」に挑戦したいと
の意気込みを語っていました。  

武道場の周囲など、校地内には雑草が生い茂る場所がたくさんあり
ます。地域の方々から「何かできること
があれば」とのお申し出により、この活
動は生まれたと聞いています。発案当初
は生い茂る前後７月初旬と１１月中旬
ということでしたが、近年の猛暑は危険
を感じましたので、昨年度は  
１１月中旬開催のみとしました。地域、
保護者、生徒、学校職員など３０名前後
の参加がありました。  
 今年も同時期に声を掛けさせてもら

いました。タイミングが悪かったのか、昨年度ほどの人数ではありま
せんでしたが、中にはご愛用の刈り払い機を持ち込む方もあり、約1
時間半、熱心に取り組んでいただきました。テスト２日目の午後とい
うこともあり、生徒も職員も多くは参加できませんでしたが、皆さま
のお陰で綺麗な校地になりました。ありがとうございました。  

無効票を出さない それが私たちの責任  



＜１２月の主な行事＞※状況によって変更となる場合があります。  

１２月  ４日（月）   保護者面談（～１２/８）  

           PTA 役員会・実行委員会  

   １１日（月）   人権講演会  生徒委員会  

   １２日（火）   ビブリオバトル（昼食時放送）  

   １３日（水）   学校保健委員会  

   １４日（木）   生徒評議会  

   １５日（金）   ２年生校外学習（鎌倉方面）  

   ２１日（木）   大掃除  

   ２２日（金）   ２学期終業式 


